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postprandial glucose concentration in healthy women: A randomized 

cross-over trial. Asia Pac J Clin Nutr. 29(3): 491-497, 2020. 

 

（C-b）和文原著 

1 谷口大吾, 妹尾高宏, 小田 良, 遠山将吾, 川人 豊, 徳永大作, 久保俊一. 関

節リウマチに対する漢方併用の有用性. 日本東洋医学会雑誌 70(3): 254-259, 

2019. 

2 浅野麻衣, 保田紀子, 深尾篤嗣. 内分泌・代謝内科心身症～日常診療で活きる心

療内科の視点. かかりつけ医に必要な心療内科の知識. 日本臨床内科医会雑誌 

35(2): 210-215, 2020. 

3 濱口真英, 大洞昭博, 小島孝雄. 再発防止を目指した NAFLD 改善のための生活

指導 NAGALA study. 日本消化器病学会雑誌 117: A383, 2020. 

4 峠岡佑典, 弓削大貴, 冨永洋之, 石井通予. 周術期の血糖コントロール中に心

筋梗塞を発症した 2型糖尿病の 1例. 市立大津市民病院雑誌 21: 31-34, 2020. 

 

（D）学会発表 

Ⅰ） 特別講演、教育講演等 

1 福井道明. サルコペニアの予防も見据えた糖尿病治療. 教育講演. 第 63回近畿

支部生涯教育講演会. 2020年 12月 12日; web開催 

2 川人 豊. 関節リウマチ治療で遭遇する合併症とその対策. 教育講演, 公益社団

法人日本整形外科学会第 33回リウマチ研修会. 2020年 6月 18日; WEB開催. 

3 牛込恵美. 糖尿病患者における血圧管理. 教育講演 5. 第 57回日本糖尿病学会

近畿地方会. 2020 年 10月 17-31日; 大阪. 

 

Ⅱ）シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッション等 

1 福井道明. 2型糖尿病食事療法のポイント. 指定講演. 第 54回糖尿病学の進歩. 

2020年 9月 2-3日; web開催. 

2 福井道明. コホート研究のすすめ−糖尿病診療はデータの宝庫−. Meet The 

Professors 糖尿病学を究めることの愉しみ～合併症抑制をめざした糖尿病学

～. 第 57回日本糖尿病学会近畿地方会. 2020年 10月 17-31日; 大阪. 

3 福井道明. サルコペニア予防のための食事療法. シンポジウム; 糖尿病・代謝疾



患と機能性食品. 第 18回日本機能性食品医用学会総会. 2020 年 12月 19-20日; 

web開催. 

4 伊藤 宣, 祖父江康司, 小嶋俊久, 西田圭一郎, 松下 功, 村田浩一, 小嶋雅代, 

松田秀一, 川人 豊, 針谷正祥. RA に対する bDMARDおよび経口ステロイド使用

は , 整形外科手術の SSIおよび術後死亡のリスクを増加させるか-システマテ

ィックレビューとメタ解析より-. ワークショップ; 生物学的製剤と手術. 第

64回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020年 8月 17 日-9月 15日; WEB開催. 

5 祖父江康司, 小嶋俊久, 伊藤 宣, 西田圭一郎, 松下 功, 小嶋雅代, 川人 豊, 

針谷正祥, 石黒直樹. 運動療法及び作業療法は RA治療において患者主観的評価

を改善するか-RA診療ガイドライン分科会より-. ワークショップ; リハビリテ

ーション. 第 64回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020 年 8月 17日-9月 15

日; WEB開催. 

6 川人 豊, 小嶋雅代, 河野正孝, 金子祐子, 平田信太郎, 岸本暢将, 杉原毅彦, 

森信暁雄, 瀬戸洋平, 森 雅亮, 村島温子, 伊藤 宣, 小嶋俊久, 西田圭一郎, 

松下 功, 田中榮一, 長谷川三枝子, 山中 寿, 針谷正祥. 関節リウマチ診療ガ

イドライン 2020 の作成経緯と特色. シンポジウム; 関節リウマチ診療ガイドラ

イン 2020. 第 64回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020 年 8月 17日-9月 15

日; WEB開催. 

7 針谷正祥, 川人 豊, 中島亜矢子, 鈴木康夫. JCR関節リウマチ診療ガイドライ

ン改訂までの経緯とその必要性. シンポジウム; 関節リウマチ診療ガイドライ

ン 2020. 第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020 年 8月 17日-9月 15

日; WEB開催. 

8 小嶋雅代, 長谷川三枝子, 川人 豊, 伊藤 宣, 金子祐子, 岸本暢将, 河野正孝, 

小嶋俊久, 杉原毅彦, 瀬戸洋平, 田中榮一, 西田圭一郎, 平田信太郎, 松下 

功, 村島温子, 森信暁雄, 森 雅亮, 山中 寿, 針谷正祥. 患者の価値観・意向の

評価. シンポジウム; 関節リウマチ診療ガイドライン 2020. 第 64回日本リウマ

チ学会総会・学術集会. 2020年 8月 17日-9月 15日; WEB 開催. 

9 平田信太郎, 岸本暢将, 河野正孝, 河野紘輝, 金下峻也, 伊藤 宣, 金子祐子, 

小嶋俊久, 小嶋雅代, 杉原毅彦, 瀬戸洋平, 田中榮一, 西田圭一郎, 松下 功, 

村島温子, 森信暁雄, 森雅 亮, 川人 豊, 針谷正祥. 生物学的製剤およびその

他の抗体療法. シンポジウム; 関節リウマチ診療ガイドライン 2020. 第 64回日

本リウマチ学会総会・学術集会. 2020 年 8月 17日-9月 15日; WEB開催. 

10 金子祐子, 玉井博也, 伊藤 宣, 岸本暢将, 河野正孝, 小嶋俊久, 小嶋雅代, 杉

原毅彦, 瀬戸洋平, 田中榮一, 西田圭一郎, 平田信太郎, 松下 功, 村島温子, 

森信暁雄, 森 雅亮, 川人 豊, 針谷正祥. JAK阻害薬. シンポジウム; 関節リウ

マチ診療ガイドライン 2020. 第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020

年 8月 17日-9月 15日; WEB開催. 

11 伊藤 宣, 小嶋俊久, 西田圭一郎, 松下 功, 村田浩一, 祖父江康司, 那須義久, 

元村 拓, 小嶋雅代, 金子祐子, 岸本暢将, 河野正孝, 杉原毅彦, 瀬戸洋平, 田

中榮一, 平田信太郎, 村島温子, 森信暁雄, 森 雅亮, 川人 豊, 針谷 正祥. ―

非薬物治療および外科的治療―. シンポジウム; 関節リウマチ診療ガイドライ

ン 2020. 第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020 年 8月 17日-9月 15

日; WEB開催. 



12 森信暁雄, 村島温子, 杉原毅彦, 河野正孝, 小嶋雅代, 金子祐子, 岸本暢将, 

瀬戸洋平, 田中榮一, 平田信太郎, 森 雅亮, 伊藤 宣, 小嶋俊久, 西田圭一郎, 

松下 功, 長谷川三枝子, 山中 寿, 川人 豊, 針谷正祥. -高齢者, 合併症, 周

産期-. シンポジウム; 関節リウマチ診療ガイドライン 2020. 第 64回日本リウ

マチ学会総会・学術集会. 2020年 8月 17日-9月 15日; WEB 開催. 

13 森 雅亮, 宮前多佳子, 梅林宏明, 小嶋雅代, 伊藤 宣, 金子祐子, 岸本暢将, 

河野正孝, 小嶋俊久, 杉原毅彦, 瀬戸洋平, 田中榮一, 西田圭一郎, 平田信太

郎, 松下 功, 村島温子, 森信暁雄, 川人 豊, 針谷正祥. -成人移行期医療-. 

シンポジウム; 関節リウマチ診療ガイドライン 2020. 第 64回日本リウマチ学会

総会・学術集会. 2020年 8月 17日-9月 15日; WEB開催. 

14 山﨑真裕. COVID-19感染拡大下における糖尿病診療. 緊急特別シンポジウム; 

COVID-19 ～我が国の現状と糖尿病診療との関わり～. 第 63回日本糖尿病学会

年次集会. 2020 年 10月 5-16日; 滋賀. 

15 和田 誠, 大村知史, 礒田 有, 平野愛子, 阪下 暁, 佐川里紗, 笠原亜希子, 木

田 節, 藤岡数記, 藤井 渉, 河野正孝, 川人 豊. ヒドロキシクロロキン (HCQ) 

の全身性エリテマトーデス (SLE) に対する有効性・安全性とステロイド減量に

与える影響. ワークショップ; SLE・抗リン脂質抗体症候群 (臨床)-2. 第 64 回

日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020年 8月 17日-9 月 15日; WEB開催. 

16 牛込恵美. 男女ともに輝ける職場・人生を目指して. ワークショップ; 第 4回男

女共同参画～働き方改革からみた女性への支援～. 第 23 回日本病態栄養学会年

次学術集会. 2020 年 1月 25日; 京都. 

17 牛込恵美, 福井道明. 糖尿病患者における食事療法～炭水化物と食塩に着目し

て～. シンポジウム 11「DKDと食事 Up to date (日本糖尿病学会合同企画)」.  第

63回日本腎臓学会学術総会. 2020 年 8月 19-21日; 横浜. 

18 牛込恵美. 女性糖尿病医を promote する委員会 アンケート結果報告. ワーク

ショップ; 女性糖尿病医を promote する委員会企画. 第 57回日本糖尿病学会近

畿地方会. 2020 年 10月 17-31日; 大阪. 

19 藤井 渉, 阪下 暁, 佐川里紗, 木田 節, 藤岡数記, 永原秀剛, 和田 誠, 河野

正孝, 川人 豊. 免疫チェックポイント阻害剤による免疫関連有害事象としての

筋・関節障害の検討～副腎皮質機能低下症との関連～. ワークショップ; 有害事

象、結晶性関節炎. 第 64回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020年 8月 17

日-9月 15日; WEB 開催. 

20 中村 悟, 小田 良, 遠山将吾, 徳永大作, 藤岡数記, 川人 豊. 手指 (P) IP 関

節の周囲径の変化は , 超音波検査より簡便かつ精緻に関節腫脹を評価可能であ

る. ワークショップ; 関節リウマチの治療評価と予測-3. 第 64回日本リウマチ

学会総会・学術集会. 2020年 8月 17日-9月 15日; WEB 開催. 

21 金下峻也, 河野正孝, 玉井博也, 金子祐子, 川人 豊. 関節リウマチにおけるイ

グラチモドの治療効果-メタ解析による検討-. ワークショップ; 関節リウマチ

の治療: DMARDs・NSAIDs-1. 第 64 回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020 年

8月 17日-9月 15日; WEB開催. 

22 大村知史, 角谷昌俊, 和田 誠, 尾本篤志, 河野正孝, 福田 亙, 川人 豊. 好酸

球性多発血管炎性肉芽腫症の発症時期に関する検討. ワークショップ; 中小型

血管炎 (ANCA 



関連血管炎)-4. 第 64回日本リウマチ学会総会・学術集会. 2020年 8月 17日-9

月 15日; WEB 開催. 

 

Ⅲ）国際学会における一般発表 

1 Kawahito Y, Takakubo Y, Morinobu A, Matsubara N, Sugiyama E. Japanese 

Sub-analysis of Large International Cohort Study Evaluating Patient 

Satisfaction, Preferences, Expectation, Characteristics and Impact of 

Suboptimal Control of RA. 22th Asia Pacific League of Associations for 

Rheumatology (APLAR) Congress. 2020 Oct 24-29; Virtual Congress. 

2 Fujii W, Hirano A, Sakashita A, Imabayashi T, Kaneko Y, Tsuji T, Wada M, 

Kohno M, Hiraoka N, Takayama K, Kawahito Y. Poster presentation; Immune cell 

landscape of bronchoalveolar lavage fluid from connective tissue 

disease-associated interstitial pneumonia patients with single-cell RNA 

sequencing. 22th Asia Pacific League of Associations for Rheumatology 

(APLAR) Congress. 2020 Oct 24-29; Virtual Congress. 

3 Fujioka K, Kasahara A, Wada M, Kohno M, Kawahito Y. Efficacy and safety of 

allergen immunotherapy for allergic rhinitis with autoimmune disease. 

JSA/WAO joint congress2020 (第 69 回日本アレルギー学会学術集会). 2020 

Sep17-Oct 20; Virtual Congress. 

4 Hashimoto Y, Hamaguchi M, Fukui M. Serum mac-2 binding protein is associated 

with diabetic micro- and macroangiopathy in people with type 2 diabetes. 

American Diabetes Association's 80th Scientific Sessions. 2020 Jun 12-16; 

Chicago, USA. 

5 Kimura T, Yoshimura Y, Okamura T, Hashimoto Y, Majima S, Senmaru T, Ushigome 

E, Nakanishi N, Hamaguchi M, Yamazaki M, Takakuwa H, Fukui M. Deterioration 

of atherosclerosis via dysbiosis in ApoE null mice fed with high salt diet. 

American Diabetes Association 79th Scientific Sessions. 2020 Jun 12-16; 

Chicago, USA. 

6 Nakajima H. Impact of extracellular-to-intracellular fluid volume ratio on 

albuminuria in people with type 2 diabetes: A cross-sectional and 

retrospective cohort study. American Diabetes Association 80th Scientific 

Sessions. 2020 Jun 12-16; Chicago, USA. 

7 Bamba R, Okamura T, Osaka T, Kimura T, Hashimoto Y, Senmaru T, Fukuda T, 

Ushigome E, Hamaguchi M, Asano M, Yamazaki M, Fukui M. Anti-skeletal muscle 

atrophy effect of luseogliflozin via lipidome modification in Db/Db mice. 

American Diabetes Association's 80th Scientific Sessions. 2020 Jun 12-16; 

Chicago, USA.  
 

E 研究助成（競争的研究助成金） 
 
総額 1774.3 万円  
 



1 川人 豊 日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤研究  
令和 2年度～令和 4年度  
ドーパミン受容体を介する肺線維化の病因機序の解明と新規治療薬の開発  
助成金額：100 万円  
 

2 中西 尚子 日本学術振興会科学研究費補助金研究活動スタート支援  
令和元年度～令和 2年度  
Lipidomics解析を用いた糖尿病発症機構における脂肪酸代謝異常の検討  
助成金額：110 万円  
 

3 中西 尚子 日本学術振興会科学研究費補助金若手研究  
令和 2年度～令和 4年度  
骨格筋における miR-23bの糖代謝改善作用の解明  
助成金額：120 万円  
 

4 岡田 博史 日本学術振興会科学研究費補助金若手研究  
令和元年度～令和 3年度  
microRNA/let-7の骨格筋萎縮・糖代謝における機能解析  
助成金額：120 万円  
 

5 千丸 貴史 日本学術振興会科学研究費補助金若手研究  
令和元年度～令和 2年度  
男性における性ホルモン低下による非アルコール性脂肪肝炎発症機構の解明  
助成金額：100 万円  
 

6 藤井 渉 日本学術振興会学術研究助成基金助成金研究活動スタート支援  
令和元年度～令和 2年度  
シングルセル解析による膠原病関連間質性肺疾患の病態解明  
助成金額：110 万円  
 

7 藤井 渉 公益社団法人武田科学振興財団 2020年度医学系研究（臨床）  
令和 2年度～令和 5年度  
シングルセル解析による二次性血球貧食症候群の病態解明 



 
助成金額：170 万円  
 

8 藤岡 数記 日本学術振興会学術研究助成基金助成金若手研究  
令和元年度～令和 2年度  
脂肪組織・マスト細胞インタラクションを介した脂肪由来慢性炎症の解明  
助成金額：170 万円  
 

9 木田 節 日本学術振興会学術研究助成基金助成金若手研究  
令和 2年度～令和 3年度  
MDA5の発現様式に着目した、皮膚筋炎に伴う急速進行性間質性肺疾患の発症機

構解明  
助成金額：140 万円  
 

10 木田 節 一般社団法人清水免疫学・神経科学振興財団第 8回助成金  
令和 2年度～令和 4年度  
MDA5の発現様式に着目した、皮膚筋炎に伴う急速進行性間質性肺疾患の発症機

構解明  
助成金額：50 万円  
 

11 北川 功幸 日本学術振興会科学研究費補助金若手研究  
令和 2年度～令和 3年度  
GAD反応性 T細胞を標的とした根治的 1型糖尿病治療の開発   
助成金額：240 万円  
 

12 橋本 善隆 日本学術振興会科学研究費補助金若手研究  
令和元年度～令和 2年度  
発酵食品の内臓脂肪の自然リンパ球を介した糖尿病発症抑制メカニズムの解明  
助成金額：180 万円  
 

13 岡村 拓郎 日本学術振興会科学研究費補助金研究活動スタート支援  
令和 2年度～令和 3年度  
発酵食品の腸-内臓連関を介した糖代謝改善機構の解明-マルチオミクス解析を

用いて-  
助成金額：110 万円 



 
 

 
分担・小計 54.3万円 

1 福井 道明 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究©  
令和 2年度〜令和 4年度  
食べるスピードと食べ方が血糖変動およびホルモン動態に与える影響に関する

研究  
助成金額：10 万円  
 

2 川人 豊 厚生労働省科学研究費補助金  
平成 30年度～令和 2年度  
我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究  
助成金額：27 万 9千円  
 

3 河野 正孝 厚生労働省科学研究費補助金  
平成 30年度～令和 2年度 

 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究 

 助成金額：16 万 4千円 

  

 財団等からの助成 

 代表（総額 0万円）小計 0万円 

 


